
環境まちづくり委員会 

令和８年７月２４日 

 

１ 報告事項 

（１）橋梁事業の進捗状況について                  【資料】 

 

 

（２）神田橋公園の整備について                   【資料】 

 

 

（３）街路灯 LED 化の進捗について                  【資料】 

 

 

（４）台風への対応について                     【資料】 

 

 

（５）資源回収の取り組みについて                  【資料】 

 

 

 

２ その他 





 



 

資源回収の取り組みについて 

１ 経緯について 

本区では、清掃工場を持たない地域特性などから、ごみ減量化に向けた資源循環の取

り組みを積極的に推進している。特にプラスチックについては、「プラスチック資源循環

促進法」（令和４年度施行）に先立つ平成 19年度から取り組みを開始し、平成 24年度に

は、容器包装プラスチックに加え、製品プラスチックなどの回収も開始することで、プ

ラスチック全般の資源回収に取り組んできた。 

こうした中、令和７年３月に改定した「第５次千代田区一般廃棄物処理基本計画」に

おける基本理念である「2050ゼロ・ウェイストちよだ」に向けて、粗大ごみとして処分

しているごみ品目の中からも資源回収に取り組むことで、ごみ排出量の削減と資源化率

向上を目指している。 

 

２ プラスチック衣装ケースの再資源化について 

資源回収の取り組みの１つとして、粗大ごみとして排出されているプラスチック衣装

ケースの資源化について、本年度より本格実施を行っている。 

プラスチック衣装ケースなど衣装箱については、毎年９万点以上を収集する粗大ごみ

のうち約４千点、品目別の４％程度を占めるなど、毎年一定の割合で収集されている。 

再資源化の手法としては、粗大ごみで収集したプラスチック衣装ケースを集積・選別

し、民間の処理施設へ般入することにより、プラスチックの原材料などとしての再資源

化を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

プラスチック衣装ケース       処理施設に搬入         原材料(ペレット化) 

この再資源化の取り組みについては、令和５年度に東京都の実証実験に参加し、約 1.5

か月間（令和６年１月～２月）で 0.37ｔの搬入実績を得たことを踏まえ、令和７年度に

は試行として７か月間（令和７年７月～令和８年１月）において、1.79ｔの搬入実績を

得たものである。 

 

３ 今年度について 

本格実施を開始した今年度（令和８年度）においては、４月から６月の３か月間にお

いて、1.17ｔを搬入している。 

引き続き、今年度おいて実績を積み上げるとともに、さらなる再資源化に向けた取組

みを進めていく。 

 

環境まちづくり部資料５ 

令 和 ８ 年 ７ 月 2 4 日 

 













 

四番町-6（二七通り） 
街路灯番号 08-099 




